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課室名:課室名:管財課

内線:内線:2581

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

昭和35年度～

会計 款 項 目

一般会
計

総務管
理費

総務費 財産管理費

説明事業

県有財産管理事業費

戦略項目

担当名:担当名:財産管理担当

地方自治法

予算額

決定額 △4,900△4,900

現計額 42,92842,928

1919

6262

△4,919△4,919

42,86642,866

38,02838,028

補正後の
予算額

財　　源　　内　　訳

財産収入
一般財源

番号

公有財産等管理事業費

１　事業概要

　公有財産の適正な維持管理や公有財産管理システムに

よる情報管理を行う。また、図面情報システムの維持管

理を行い、施設保全事務の省略化、迅速化及び正確化を

図る。

業務委託契約差金発生に伴う減額

（１）公有財産の管理　　　 △4,805千円

事務費節減による減額

２　事業主体及び負担区分

（県10/10）

３　地方財政措置の状況

普通交付税（単位費用）

（区分）包括算定経費（細目）総務費

（細節）財産管理費（積算内容）公有財産の管理、営繕

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

（１）人件費　9,500千円×4.5人＝42,750千円

（２）組織の新設　　増員1名

（３）改廃及び増員　なし

５　事業説明
（１）事業内容
　　　ア　公有財産の管理
　　　　　地方自治法238条で定める公有財産について、調整及び統轄業務を行うことにより、適正な管理と効率的な
　　　　運営を図る。
　　　　　また、総務省で進めている新地方公会計に係る「固定資産台帳」の整備に伴い、現行の「公有財産管理シス
　　　　テム」で対応できるか評価し、対応方法を検討する。
　　　イ　図面情報システムの運用
　　　　　県有施設の建築・電気・機械図面をデータベース化し、図面情報が必要な関係各課所に設置し、登録してあ
　　　　る図面の検索、確認及び印刷などシステムの効率的な運営を図る。
（２）事業計画
　　　ア　公有財産の管理
　　　　　普通財産貸付け、火災保険加入、公有財産管理システム運用、新地方公会計への対応準備（固定資産台帳の
　　　　整備）等
　　　イ　図面情報システムの運用
　　　　　図面情報システムの運用、図面情報の充実

　　　ア　公有財産の管理

　　　（２）図面情報システムの運用：事務費節減による減額

（３）事業効果（平成23年度～平成26年度）

　　　　（ア）普通財産の管理
　　　　（イ）公有財産管理システムの運用
　　　　（ウ）庁舎の火災保険
　　　イ　図面情報システムの運用
　　　　　関係各課ごとに保管されている図面が一元化され、その検索や用紙への出力が迅速に対応できるため、施設
　　　　の改修工事や補修工事等の事務の効率化、省力化を図っている。
（４）補正予算の概要
　　　（１）公有財産の管理：業務委託契約差金発生に伴う減額

(単位：千円)

（２）図面情報システムの運用　△95千円

分野施策


